
報道機関に依頼する事項に〇をつけてください 

 

①実施する事業の紹介   ②催事等の参加者募集    ③催事等の当日取材  

 

報道取材情報（沼津市）          平成 31 年１月 25 日（金）発表 

  名 称 等  沼津市文化財センターの移転について 

実施日時  平成 31 年 2 月 18 日（月曜日）8：30～ 

場  所  沼津市志下 530（旧静浦西小学校） 

           

担  当  教育委員会 文化振興課 文化財センター  

        直通 ０５５-９５２-０８４４（～２月 15 日まで） 

直通 ０５５-９３５-５０１０（２月 18 日以降） 

１ 内 容 

  沼津市文化財センターが沼津市大諏訪から沼津市志下に移転いたします。 

  事務所は平成 31 年 2 月 18 日（月）から、新たな場所で業務を開始します。なお展示室

については平成 31 年の GW 頃から公開を予定しています。 

  今後は、学校教育との連携を深め、児童生徒と文化財の親和性を高めていくような事業

も企画・実施してまいります。   

 

２ 目的・理由 

  事務機能の移転とともに、展示室のリニューアル、講座室・体験室の新設を行い、文化

財体験施設としての機能充実が図られます。 

 

３ 経緯・経過 

沼津市文化財センターは、沼津市教育委員会文化振興課が、沼津市内の遺跡発掘、史跡・

文化財の保護管理などの業務を行う施設です。 

当施設には展示室機能も設けられており、沼津市で発掘された土器や石器等の遺物を展

示し、一般に公開しています。 

 

４ 影響・効果 

  市内の開発等に係る包蔵地調査及び、沼津市の文化財についての問い合わせ先が変更と

なります。また、展示室の拡充・リニューアル及び講座室・体験室の新設を行い、文化

財体験施設としての機能を拡充します。多角的に沼津市の歴史・文化を学習することが

できる施設として、学芸員による歴史講座や児童生徒を対象とした体験教室の開催など

行います。新文化財施設には、これまでの保存管理事業のほか、文化財の価値を広く伝

えるための活用事業も期待されます。 

 

５ 特徴 

  展示・体験機能を有する部屋を３部屋設け、時代別展示や文化財に直接触れることができる

体験コーナーの設置を行います。また新設された講座室にはプロジェクター・スクリーンが

設けられ、発掘調査報告などの講座開催により、多くの方に文化財への興味を持っていただ

くことができます。なお、今回の移転に伴う展示室リニューアルのため平成 31 年 2 月 1 日

から展示室は一時公開を休止し、再開は平成 31 年のゴールデンウィークごろを予定してい

ます。 
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